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1. 研究の背景と目的 

通常、プラスチックは自然界に半永久的に存在し続ける。それに対し生分解性プラスチック

は微生物の働きにより水と二酸化炭素などに分解される。本研究では、牛乳や乳飲料を用いて

カゼインプラスチックを作製、改良し環境問題の解決手段の一つにしたいと考えた。 

2. 方法 

本研究では、カゼインプラスチックの実用化に着目した。そこで、牛乳・乳飲料の種類、乾

燥方法を変えて 16 種類のカゼインプラスチックを作製した。その後それらを使い、硬度実験を

行った。実験はカゼインプラスチックを固定し、そこに重りを吊るして荷重をかけ、カゼイン

プラスチックが破壊されたところで重りを回収しその質量を測定した。（写真を参考） 

3. 結果 

実験の結果は右の表のようになった。 

・各牛乳・乳飲料に含まれる乳脂肪分の割合 

と破壊時の質量に関係性が見られなかった。 

・乾燥方法の違いによる硬度の差に一貫性の 

ある傾向が見られなかった。 

4. 考察 

 乳脂肪分の割合と破壊時の質量に関係性が見られなかったのは乳脂肪分以外の成分が硬度に

影響しているのではないか、乾燥方法の違いによる硬度の差に傾向が見られなかったのは電子

レンジでの乾燥時にタンパク質が変性し、一部が炭化したのではないかと考えた。 

5. 結論 

 成型のしやすさ、硬度実験の結果等を踏まえた結論として、「ひょうごの低温殺菌牛乳」が最

もカゼインプラスチックを作製するのに適している牛乳であると考えた。 
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